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医動物検査 
 

医動物担当における平成21年1～3月の検査件数を表に示しました。 

【行政検査：福祉保健センター、市場食品衛生検査所など行政からの依頼】 

食品中異物検査が2件（白玉雑煮に混入したアブラムシ類、ポンカンに入っていたハマキガ科の一

種；幼虫）でした。 

種類同定検査が5件（オオワラジカイガラムシの１齢幼虫、シミ科の一種、クロバネキノコバエ科の一

種；幼虫 2件、ノコメトガリキリガの幼虫）でした。 

【依頼検査：市民、事業者からの有料依頼】 

 種類同定検査が2件（オオワラジカイガラムシの１齢幼虫、クロバネキノコバエ科の一種）でした。 

ゴキブリに対する殺虫剤効力試験（実地効力試験）を行いました。 

【その他：感染症媒介昆虫等の市内における生息状況調査や市民からの問い合わせ等】 

中区、磯子区、南区でライトトラップを用い、週に1回飛翔昆虫調査を行いました。1～3月中に、 

37定点の調査を行いました。 

また、中区の5飲食店、47定点で粘着式トラップによるチャバネゴキブリの生息状況調査を実施し

ました。1～3月中に、のべ572か所の調査を行いました。 

感染症媒介昆虫調査の一環として、衛生研究所周辺において雨水枡中の昆虫調査を行いました。 

 

 

種類同定検査 2 3 145 件

食品中異物検査 1 1 16 件

ウエストナイル熱蚊検査

採集地点数 200 定点

個 体 数 3,843 個体

種類同定検査 1 1 10 件

食品中異物検査 0 件

発生状況調査（ダニ類）

調査回数 0 件

個 体 数 0 個体

殺虫剤効力試験 10 24 件

ゴキブリ調査 230 192 150 2,400 ヵ所

飛翔昆虫調査 12 12 13 192 定点

その他の調査等 54 920 件

問い合わせへの回答 11 18 8 178 回

検査試験項目
平成21年 平成20年4月
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検査試験項目等 解説 

 

○種類同定検査 

福祉保健センター、市民、事業者などから依頼の

あった昆虫・ダニ類の種を調べます。種が明らか

になることにより、生態等が判明し、その発生時期、

発生場所、害の有無などに基づいて駆除の必要

性、駆除方法、予防法などが明らかになります。 

 

○食品中異物検査 

福祉保健センター、市民、事業者などから依頼の

あった食品に混入した昆虫の種を調べます。種が

明らかになることにより、生態等が判明し、混入経

路を推定する一助となります。 

 

○ウエストナイル熱媒介蚊調査 

健康福祉局の「ウエストナイル熱対策事業」におけ

るウエストナイルウイルスの調査を行っています。

種ごとのウイルス保有状況を調べるため、市内公

園や港湾地区などで採集された蚊を分類同定し

ます。なお、採集した蚊についてはウイルス担当

において、日本脳炎ウイルスの検査も合わせて行

っています。 

 

○ダニ類等発生状況調査 

市民からのかゆみや虫刺されの相談に基づいて、

必要に応じて、住宅内でのダニ検査を行います。

ダニ発生の有無を調べ、発生している場合には人

を刺すダニであるかなどの検査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○殺虫剤効力試験 

新しく開発された防疫用殺虫剤の効力試験を、

室内（基礎）および野外（実地）で行います。 

 

  ○ゴキブリ調査 

実際に営業している飲食店におけるゴキブリの

生態を把握するため、また殺虫剤の実地効力

試験の予備調査として、ゴキブリ生息状況調査

を行っています。 

 

 ○飛翔昆虫調査 

ライトトラップを用い、時期ごとに大量発生して

いる昆虫類等の発生状況や感染症媒介昆虫で

ある蚊類成虫を中心とした飛翔昆虫の発生状

況を調査しています。 

 

○その他の調査等 

20 年度は、雨水枡内での蚊の生息状況観察と

幼虫に対する薬剤効果試験を行っています。 

 

  ○問い合わせ 

市民の方などから相談のあった、昆虫・ダニ一

般、昆虫媒介性疾病、殺虫剤などに関する不安、

疑問に回答、助言、指導をします。 

  

 

 

 

 

 

冬12月頃、孵化します！小さいですが、 

動きは活発、屋内に迷い込むこともあります。 

害はありませんので、ご安心を・・・。 

 

写真：オオワラジカイガラムシ1齢幼虫 

    （体長約1.5ｍｍ） 

 

 

 

【 医動物担当 】 


